



― そ の 1 0 の 提 題 ―
西 永 兼 康
The ethics of "brightness of life"(1)















































































































































































































































































































































































































































































































































































































の ｢生命｣と表記することにする｡参考 :小原信 『ビューティフル ･デス ー有終の倫理
学』､中公叢書､1994年｡
以下の記述は主に以下の文献を参照にした｡土屋基志 ｢『bioethics』から 『生命倫理学』-















10 日本家族計画連盟編 『悲しみを裁けますか 中絶禁止-の反論』､人間の科学社､1983年｡




の立場からは次書｡九本百合子 ･山本勝美 『産む/産まないを悩むとき 母体保護法時代の
いのち･からだ』､岩波ブックレット426､1997年｡








15 参考 :堤治 『生殖医療のすべて』､丸善ライブラリー285､1999年｡特に179頁0









主体の形成に寄与する学問である)0 ② ｢ノートをとる機械｣になるな (ノートとは自分が
考えるための手段にしかすぎない｡ただ漫然と講義を聞き､給麓に板書することに心を配る
のではなく､考えることを突き詰めてみよ｡そこには新しい何かが生まれてくる｡｢深考｣








































18 前田陽一 .由木康訳 『パンセ』､中公文庫､1973年､148頁 (ブランシュヴイソク版211番)｡
19 たとえば田辺保 『パスカル パンセ』(有斐閣新書､1979年､29頁以下)を参照｡




































































































3 ホスピスに関する文献は枚挙暇がないが､次善のみを記す｡小原信 『ホスピス ーいのちと
癒しの倫理学』､ちくま新書195､1999年｡
34 山崎章郎 『病院で死ぬこと』､主婦の友社､1990年｡
35 山崎章郎 ･桜町病院聖ヨハネホスピス ･聖ヨハネホスピスケア研究所 『｢生｣を最後まで輝
かせるホスピス ･ハンドブック』､講談社､2000年｡
36 同､230頁｡
37 山崎､前掲書､242頁以下｡
